
第11回
奈良先端大男女共同参画推進セミナー

「無意識のバイアス」と
ジェンダーに基づいた
論文業績分析報告

講演

・大坪 久子氏
（日本大学 薬学部薬学研究所
上席研究員）

・ 芦田 仁氏
（エルゼビア・ジャパン
カスタマーコンサルタント）

司会：
岡田 実
（奈良先端科学技術大学院大学
先端科学技術研究科情報領域教授）

主催：
奈良先端科学技術大学院大学

先端科学技術研究科情報科学領域
男女共同参画室

後援：
公立大学法人大阪市立大学
(公財)奈良先端科学技術大学院大学
支援財団

問い合わせ先
奈良先端科学技術大学院大学 男女共同参画室（Office for Gender Equality）
〒630-0192 奈良県生駒市高山町8916-5（けいはんな学研都市）
Ｐｈｏｎｅ：0743-72-5138 Fax : 0743-72-6244 Email : sankaku-jimu@ad.naist.jp

今回のセミナーでは、大坪久子氏(日本大学)より、ジェンダーや学歴、職歴などに基づく「無意識の
バイアス(偏見)」が採用や昇進に影響を与え、多様な人材の確保や育成を阻害していることを示す国
内外の社会科学や認知分野における研究報告や、「無意識のバイアス」の克服を目的としてハーバー
ド大学やアメリカ科学財団(NSF)等にて開発された研修プログラムについてご紹介いただきます。
また、芦田仁氏(エルゼビア社)に、１２の国/地域で発表された学術論文数についてジェンダーごとに
分析した報告書の結果をご報告いただくとともに、当該分析のために採用された分析方法のほか、論
文業績における正確で妥当な情報提示のあり方についてご紹介いただきます。

Unconscious Bias and an Analysis of Research 
Performance through a Gender Lens

日英同時通訳あり

参加費無料申込み不要

Language：Japanese 〔Japanese⇔English
simultaneous interpretation available〕

Date

2018. 12. 27（Thu.）

16：00～17：30

Location

奈良先端科学技術大学院大学
情報科学領域棟 Ｌ1講義室

Information Science Complex  L1


